


































































































































































































































































































































































世田谷学園美術部所属の生徒数は50名ほどいるが、そのうち中学 1年 2名、中学 2年 3名、中学 3



























































































































1 	 2018年度の活動については昭和女子大学現代教育研究所紀要第 5号（2019）pp.	79–95.に報告されている。
















令令 和和 元元 年年 昭昭 和和 女女 子子 大大 学学 
  人人 間間 社社 会会 学学 部部 初初 等等 教教 育育 学学 科科 ・・ 現現 代代 教教 育育 研研 究究 所所 秋秋 桜桜 祭祭 ププ ロロ ジジ ェェ クク トト  
 
 
  「「 やや ささ しし いい 森森 のの 歌歌 」」    作作 ・・ 構構 成成 久久 米米 ナナ ナナ 子子 
 
 
出 演 者  （ 学 生 ） 
語 り 手   可 児 
白 ウ サ ギ 金 子 
オ オ カ ミ 河 田 
子 ザ ル  越 智 
菩 提 樹 の 精 田 谷 
人 形 遣 い  
（ オ オ カ ミ ） 山 崎 
（ 白 ウ サ ギ ） 平 川 
パ フ ォ ー マ ー 全 員 
 
ス タ ッ フ （ 学 生 ） 
音 楽   加 藤 太 田 伊 藤 上 野 高 野 布 施 藤 田 
舞 台 装 置 ・ 小 道 具 製 作 山 崎 鈴 木 平 川 菅 井 
照 明   高 野 木 川 
振 り 付 け  田 谷 加 藤 
舞 台 監 督  藤 田 
 
指 導  ( 教 員 ・ 研 究 員) 
＊ 音 楽 ・ 音 響 ・ 歌 唱 指 導  永 岡 都 ・ 木 間 英 子 
＊ 舞 台 美 術 ・ 小 道 具 製 作 指 導 早 川 陽 
＊ 舞 台 装 置 ・ 小 道 具 ア ド バ イ ザ ー 河 内 啓 成 ・ 鵜 川 龍 史  
＊ ジ ャ ー タ カ 物 語 ア ド バ イ ス 早 田 啓 子 
＊ 脚 本 ・ 演 出 ・ 演 技 指 導  久 米 ナ ナ 子 
 
 
参 考 資 料 ： 
「 ジ ャ ー タ カ 物 語 ・ 月 の 兎 」 
「 パ ン チ ャ タ ン ト ラ 物 語 」 
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  ア ジ ア の ど こ か の 青 緑 の 森 
 
照 明 ① 森 の 明 か り イ ン 
 
 
音 楽  ① 楽 器 ＋ 声 音 イ ン 
 
 
音 楽  ① 菩 提 樹 の 精 舞 台 中 央 に 静 か に 登 場 。 踊 る 。 
 （ 枝 葉 の 風 を 感 じ な が ら 、 菩 提 樹 を 祝 福 す る よ う に 。 ） 
 
森 の 精 た ち （ 声 ） 
（ 菩 提 樹 の 踊 り と 共 に ） よ う こ そ 、 よ う こ そ 、 こ の 森 に 、 
   や さ し い 風 が 、 わ た く し た ち の 案 内 人 。 
   物 語 の 森 、 奥 深 く 、 
   さ ぁ 、 み ん な で 行 き ま し ょ う 。 
   さ ぁ 、 み ん な で 歌 い ま し ょ う 。 
 
  菩 提 樹 の 精 舞 台 中 央 奥 に 退 場 。 
 
音 楽  ① ア ウ ト 
 
  語 り 手 下 手 に 登 場 。 椅 子 に 座 る 。 
 
語 り 手   青 緑 の 山 の な か 、 素 敵 な 森 が あ り ま し た 。 
   小 鳥 が さ え ず り 、 動 物 た ち は 仲 良 く 暮 ら し て い ま し た 。 
   大 き な 菩 提 樹 が 、 森 の 真 ん 中 に 立 っ て い ま し た 。 
   豊 か な 枝 葉 が 風 に ゆ れ 、 音 楽 を 奏 で て い る よ う で し た 。 
   
  
音 楽  ② オ オ カ ミ 人 形 イ ン  
  オ オ カ ミ 人 形 が の っ そ の っ そ と 舞 台 奥 下 手 よ り 登 場 。 
  大 き い 動 き を し な が ら 舞 台 へ 。 
 
語 り 手   そ ん な 平 和 な 森 に 谷 底 か ら 、 





オ オ カ ミ 人 形 （ 声 ） あ ぁ 腹 が 減 っ た 〜 。 
   こ の 森 に は 食 べ る も の は な い の か 〜 。 
 
  オ オ カ ミ 人 形 舞 台 を ゆ っ く り 大 き く 歩 き 木 の 後 ろ に 退 場 。 
 
音 楽  ③ オ オ カ ミ が 罠 に か か る 音 イ ン 
 
オ オ カ ミ （ 舞 台 奥 か ら 声 ） ギ ャ 〜 。 
 
語 り 手   オ オ カ ミ は 菩 提 樹 の 下 に あ っ た 罠 に 、 
   ア ッ と い う 間 に か か っ て し ま い ま し た 。 
 
オ オ カ ミ （ 声 ）  わ 〜 、 こ れ は 困 っ た ぞ 〜 。 
 
語 り 手   ち ょ う ど そ こ に 、 美 し い ウ サ ギ が 森 に や っ て き ま し た 。 
   毛 並 み が 月 の 光 の よ う に 輝 く の で 、 
   月 の ウ サ ギ と 呼 ば れ て い ま し た 。 
   心 が と て も や さ し い 月 の ウ サ ギ は 、 
   森 に は 沢 山 の と も だ ち が い ま し た 。 
 
音 楽  ④ ウ サ ギ 人 形 イ ン 
 
  月 の ウ サ ギ 人 形 舞 台 奥 上 手 よ り 登 場 。 
  軽 や か に 空 に 舞 う よ う に 跳 ね る 動 き で 舞 台 を 一 回 り し 舞 台 真 ん 中 で 止 ま る 。 
   
  オ オ カ ミ （ 仮 面 ） は 木 の 罠 か ら 顔 を 出 し て 、 
  舞 台 の 月 の ウ サ ギ 人 形 の 動 き を 静 か に み て い る 。 
   
語 り 手   オ オ カ ミ は 、 美 し い ウ サ ギ を 木 の 罠 か ら 見 な が ら 言 い ま し た 。 
 
オ オ カ ミ （ 仮 面 ） あ そ こ に ウ サ ギ が い る ぞ 。 
   よ 〜 し 、 ひ と つ あ い つ を だ ま し て や ろ う ！ 
 
  月 の ウ サ ギ 人 形 舞 台 奥 下 手 に 退 場 。 
オ オ カ ミ （ 仮 面 ） 





  ウ サ ギ （ 仮 面 ） オ オ カ ミ の 声 に 気 づ き 舞 台 奥 下 手 よ り 登 場 。 
 
ウ サ ギ （ 仮 面 ）  オ オ カ ミ さ ん ？ ど う し た の で す か ？  
  
オ オ カ ミ （ 仮 面 ） ウ サ ギ さ ん 、 私 は 罠 に か か っ て 動 け な い の で す 。 
（ 哀 れ な 声 で ）  あ ぁ 、 痛 い ！ 痛 い ！ 何 と か し て く だ さ い 。 
 
ウ サ ギ （ 仮 面 ）  可 哀 想 な オ オ カ ミ さ ん 。 困 り ま し た ね 。 
   私 だ け で は 大 き な あ な た を 助 け る こ と は で き ま せ ん 。 
    
オ オ カ ミ （ 仮 面 ） イ エ イ エ 、 そ こ の 紐 を 引 っ 張 っ て も ら え れ ば 、 
   罠 が は ず れ る の で す 。 ど う か お 願 い で す 。 私 を 助 け て く だ さ い 。 
 
  ウ サ ギ （ 仮 面 ） は オ オ カ ミ の 指 さ す 方 向 き （ 木 の 上 手 側 ） へ 歩 く 。 
 
ウ サ ギ （ 仮 面 ）  あ な た が お っ し ゃ る の は こ れ で す ね 。 痛 か っ た で し ょ う 。 
   す ぐ 罠 を は ず し て あ げ ま し ょ う 。 
   
語 り 手   心 の や さ し い ウ サ ギ は 、 
   オ オ カ ミ の 言 う 通 り に し て あ げ ま し た 。 
 
  ウ サ ギ （ 仮 面 ） は 罠 の 紐 を 引 っ ぱ る 。 
 
音 楽  ⑤ 罠 の 音 イ ン 
 
ウ サ ギ （ 仮 面 ）  わ 〜 
 
  オ オ カ ミ （ 仮 面 ） 舞 台 奥 へ 退 場 。 
  ウ サ ギ （ 仮 面 ） 舞 台 奥 に 退 場 し 木 の 罠 に か か る 。 
 
語 り 手   オ オ カ ミ は 、 あ っ と い う 間 に ウ サ ギ を 罠 に か け て し ま い ま し た 。 
 
  オ オ カ ミ 人 形 下 手 よ り 登 場 。 
  罠 に は ウ サ ギ （ 仮 面 ） が か か っ て い る 。 
 
オ オ カ ミ 人 形  ワ ッ ハ ッ ハ 〜 ま ぬ け な ウ サ ギ だ ！ 






音 楽  ⑥ 子 ザ ル 人 形 イ ン 
 
子 ザ ル 人 形 （ 声 ） ま っ て 〜 ！ 
 
  子 ザ ル 人 形 が 音 楽 に 合 わ せ て 上 手 か ら 登 場 。 
  子 ザ ル 人 形 は 木 の 一 回 り し て 上 手 側 へ 退 場 。 
 
  子 ザ ル （ 仮 面 ） が 上 手 か ら 登 場 。 舞 台 前 で 止 ま る 。 
 
子 ザ ル （ 仮 面 ）  月 の ウ サ ギ さ ん は 僕 の 大 切 な と も だ ち な ん だ 。 
   ひ ど い こ と し な い で ！ 
   オ オ カ ミ さ ん は 間 違 っ て い る よ ！  
  
オ オ カ ミ 人 形( 声) 間 違 っ て い る だ と ！ う る さ 〜 い ！ 
 
  オ オ カ ミ 人 形 下 手 に 移 動 。 
 
子 ザ ル （ 仮 面 ）  ど う し よ う 。 
 （ 小 声 で ） こ の ま ま で は 月 の ウ サ ギ さ ん が オ オ カ ミ に 食 べ ら れ ち ゃ う 。 
 
  オ オ カ ミ 人 形 子 ザ ル の 「 ど う し よ う 」 で 下 手 へ 退 場 。 
 
  子 ザ ル （ 仮 面 ） 客 席 に 向 か っ て 呼 び か け る 
 
子 ザ ル （ 仮 面 ）  そ う だ ！ 
   今 日 の 森 の と も だ ち で も あ る 客 席 の み ん な に 助 け を お 願 い し よ う 。 
 
  子 ザ ル （ 仮 面 ） 語 り 手 に 向 か っ て 呼 び か け る 
 
子 ザ ル （ 仮 面 ）  ね ぇ 語 り 手 の お 姉 さ ん も 手 伝 っ て 〜 
 
  語 り 手 上 手 よ り 舞 台 前 子 ザ ル の 隣 へ 進 む 
 
子 ザ ル （ 仮 面 ）  オ オ カ ミ さ ん が 間 違 っ て い る と 思 う 人 は 元 気 よ く 手 を あ げ て ！ 
 
語 り 手   罠 を は ず し て あ げ る と オ オ カ ミ さ ん に 沢 山 の と も だ ち が 
   で き る と 思 う 人 は 一 緒 に 拍 手 ！ 
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子 ザ ル （ 仮 面 ）  あ り が と う 、 み ん な 。 と も だ ち は と て も 大 切 だ よ ね 。 
 
 
  子 ザ ル （ 仮 面 ） と 語 り 手 舞 台 前 上 手 へ 
 
  オ オ カ ミ （ 仮 面 ） 下 手 よ り 登 場  
  
オ オ カ ミ 人 形 （ 声 ） う る さ 〜 い ！ 
   と も だ ち だ と ？ ば か ば か し い 。 
   そ ん な も の い ら な い ！ 
   あ 〜 腹 が 減 っ た 。 そ う だ ！ 
   ま ず は お 前 た ち か ら い た だ こ う ！  
 
  ウ サ ギ （ 仮 面 ） は オ オ カ ミ に 語 り か け る 。 
 
ウ サ ギ （ 仮 面 ）  や め て く だ さ い ！ ダ メ で す 。 
   私 の 大 切 な 森 の と も だ ち は 助 け て あ げ て く だ さ い 。 
   わ か り ま し た 。 あ な た は 本 当 に お 腹 が す い て  
   い る の で す ね 。 か わ い そ う に 。 
   大 丈 夫 で す 。 ど う ぞ こ の 私 を 食 べ て く だ さ い 。 
 
 
  子 ザ ル 仮 面 と 語 り 手 は ウ サ ギ の 言 葉 に 驚 く ！ 
 
 
オ オ カ ミ 人 形  よ し ！ お ま え の 優 し さ が こ こ で 役 に 立 つ ぞ ！ 
（ 意 地 の 悪 い 声 で ） 
 
 
語 り 手 （ 観 客 に ） ま ぁ 、 な ん て 身 勝 手 な オ オ カ ミ の 考 え で し ょ う 。 
   オ オ カ ミ に は 本 当 の や さ し い 心 が わ か ら な い の で す 。 
   オ オ カ ミ に は と も だ ち が い ま せ ん で し た 。 
 
  子 ザ ル 仮 面 舞 台 前 に 出 て 客 席 に む か っ て 
 





音 楽  ⑦ 鈴 の 音  静 か に イ ン 
   
子 ザ ル （ 仮 面 ）  そ う だ ！ 菩 提 樹 の 力 を か り よ う ！ 
   み ん な 〜 色 と り ど り の 「 菩 提 樹 の 実 」 を 月 の ウ サ ギ さ ん に 
   向 け て 投 げ て あ げ て 、 
   ウ サ ギ さ ん は そ れ で 力 を も ら え る ん だ ！ 
 
  客 席 か ら 「 菩 提 樹 の 実 」 が 投 げ ら れ る 。 
  ウ サ ギ （ 仮 面 ） 「 菩 提 樹 の 実 」 を う け て 静 か に 退 場 。 
    
音 楽  ⑦ 鈴 の 音 ボ リ ュ ー ム ア ッ プ 
 
  音 楽 ⑦ 鈴 の 音 に オ オ カ ミ 人 形 は 反 応 し て 舞 台 を 苦 し い そ う に 動 き 回 る 。 
 
オ オ カ ミ （ 声 ）  な ん だ 、 こ れ は 。 頭 が 痛 い ！ ヅ キ ヅ キ す る 。 
   や め て く れ 〜 。 わ か っ た よ 〜 。 こ れ か ら は み ん な と 仲 良 く す る よ 〜 。 
 
  オ オ カ ミ 人 形 下 手 へ 退 場 。 
 
 
  菩 提 樹 の 精 登 場 。 （ 中 央 木 の 奥 よ り ） 
 
音 楽  ① 菩 提 樹 の 精 は 「 平 和 な 森 」 を 祝 い 踊 る 。 （ 手 足 首 の 鈴 音 ） 
   鈴 の 音  菩 提 樹 の 精 の 登 場 か ら 静 か に な っ て い く 。 
  
  菩 提 樹 の 精 動 物 達 を 舞 台 に 導 き 木 の 奥 へ 退 場 。 
 
   ウ サ ギ （ 仮 面 ）  上 手 よ り 登 場 。 
  オ オ カ ミ （ 仮 面 ） 下 手 よ り 登 場 。 
   
語 り 手   動 物 た ち は や さ し い 森 の 菩 提 樹 に 守 ら れ て 、 
   い つ ま で も み ん な で 仲 良 く 暮 ら し ま し た 。 
 
ウ サ ギ （ 仮 面 ）  子 ザ ル さ ん の 勇 気 と 皆 さ ん の や さ し さ に 私 は 救 わ れ ま し た 。 
   と も だ ち の 大 切 さ を オ オ カ ミ さ ん に 教 え て く れ て あ り が と う 。 
 





音 楽  ⑦ 「 た い せ つ な も の 」 イ ン 
 
  子 ザ ル ・ オ オ カ ミ ・ ウ サ ギ （ 仮 面 ） と 語 り 手 は 観 客 と 歌 う 。 
 
森 の 精 （ 歌 ）  キ ラ キ ラ と 、 
   キ ラ キ ラ と 、 
   菩 提 樹 の 葉 が ゆ れ ま す 。 
   菩 提 樹 の 葉 が ゆ れ ま す 。 
 
   大 切 な 人 に 、 や さ し い 心 。 
   思 い や り は 、 素 敵 な こ と 。 
 
   大 切 な 人 に 、 や さ し い 心 。 
   思 い や り は 、 素 敵 な こ と 。 
 
< カ ー テ ン コ ー ル>  
    
照 明 ②   客 電 ア ッ プ 
 
音 楽  ⑦ 「 た い せ つ な も の 」 
 
 舞 台 に 学 生 全 員 歌 い な が ら 登 場 。 
 
全 員 （ ま た は 代 表 が ） 本 日 は ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た 。 
 
 < 客 だ し> 
 
音 楽  ⑦ 「 た い せ つ な も の 」 ア ウ ト 
 
 
   < 終 演 >  
